BOPビジネスの可能性	
　　　　201008bc134k　畑 優花
 (
BOPビジネス
とは
)
 (
世界の所得ピラミッド
) (
BOP
とは「Base of the Pyramid」の略。
世界の所得別人口構成の中で最も収入が低い所得層を指す言葉で、約40億人が
ここに該当すると言われる。
BOPビジネス
は、市場規模が約5兆ドルにも上ると言われるこの層をターゲッ
トとしたビジネスのこと。企業の利益を追求しつつ、低所得者層の生活水準の向
上に貢献できるWin-Winのビジネスモデルが求められる。
(
低所得層にも購入可
能
な商品を販売して健康を増進したり、新たな雇用を生み出したり、など)
現在
、日本は欧米諸国と比較して
具体的な取り組み事例がかなり少ないの
が現状
。
(ユニリーバ、ヤマハ、住友化学)
)
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 (
世界人口の72％
)


 (
BOP
市場の特徴と
考えていくべき事
)

 (
○
特徴
○
市場で労働力や生産物を適正価格で販売出来ず、
満たされていない
ニーズ
が沢山ある。
不十分なアクセス・流通、中間マージンを取る仲介者の存在により、富裕層や中産階級と比較して、質の悪い商品やサービスに対して
割高な対価を払わされている。
BOP 
市場と一口に言っても、地域ごとにその所得、支出分野はまちまち
。
BOP 市場を開拓するには、先進国市場で用いてきたビジネスモデルに頼るのではなく、BOP市場の特性を理解した上でアプローチしなくてはならない。
先進国向けに価格設定、開
発された製品・サービスでアプローチしてきたために失敗に終わっている。
)








 (
○
考えていくべき事
○
①
企業は
BOP 
ビ
ジネスにより収益を挙げられるのか　
②
　
BOP 
ビジネスが、本当に
BOP
層の生活向上に寄与するのか
　　　　　
　　
➔
そしてこの２つの両立が可能か
)



 (
論文の流れ
)

 (
１章：ＢＯＰの現状　　
　　　
ＢＯＰ、ＢＯＰ市場とは　　ＢＯＰの現状　　ＢＯＰ市場の特徴と課題　
)

 (
２章：諸外国のＢＯＰビジネス事例　
　　
　
ＢＯＰビジネスを積極的に取り入れている欧米の事例
　　
)
 (
３章：日本企業とＢＯＰビジネス　
　　
　
日本企業にとってのＢＯＰビジネスのメリット・デメリット、課題
)

 (
４章：ＢＯＰビジネスを通して、日本企業と発展途上国はＷｉｎ-Ｗｉｎになれるか　　
　
上記の考えていくべき事
)




【参考文献】発展途上国における貧困層ビジネスの可能性と今後の課題、ＢＯＰビジネスの現状とこれまでの取り組み、ＢＯＰビジネスの可能性
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